
※本紙に掲載している情報は予定であり、変更が生じることがあります。

エントリー開始

9月中旬
2026年

応募締切

11月24日
2026年

決勝大会

 2月21日
2027年

優勝チームには
観光庁長官賞

対　象 全国の高校生（1チーム1名～4名とする）

❶ “まち”は、市区町村単位で考える　
❷ SDGs17の目標を1つ以上含める
❸ 単なる旅行プランにならないこと

条　件

無  料エントリー費用

テーマ ツーリズムを通じた自分たちの“まち”の活性化プランを考えよう

まちの魅力や課題に向き合い、あなたのアイデアで未来をつくる。
仲間とともに、まちを動かす一歩を踏み出そう！

光がある。
あなたのまちに、
まだみつかってない

仲間と一緒に、今こそ挑戟しよう

あなたのアイデアが、

まちの未来を変える！

主　　催：高校生観光チャレンジ実行委員会
企画運営：玉川大学 観光学部・教育学部

運営事務局：アデコ株式会社
後         援：観光庁（申請中）

第6回
高校生まちづくりコンテスト

第5回は
472チーム・66校が参加！

コンテスト
まちづくり
高校生

玉川大学観光学部  高校生観光チャレンジ実行委員会
event_tsm@tamagawa.ac.jp

お問合せ

観光学部HP 観光学部 Instagram

詳しくは
公式HPで
チェック！



参加するとまちを見る目が変わる

応募から決勝大会までの流れ

第 5 回結果参加者の声

⭐ 観光庁長官賞 桜丘高等学校

⭐ 玉川大学学長賞 東北学院高等学校

⭐ 審査員特別賞 昭和学院秀英高等学校

⭐ 玉川大学教育学部長賞 岡山県立玉島商業高等学校
 倉敷翠松高等学校

⭐ 玉川大学観光学部長賞 新島学園高等学校
 東京農業大学第二高等学校
 群馬県立高崎女子高等学校

第5回は472チーム・66校がエントリー！

提出
企画書・プレゼンテーション動画

締切2026年11月24日

観光のプロの方々の前でプレゼンが
できて、今後に活きる経験となった。

自分の郷土愛を見直し、
よリ多くの人に発信したくなった。

チームで活動できたことが楽しく、
大きな達成感につながった。

エントリー
2026年9月中旬

❶

学ぶ
レクチャー動画

❷ ❸

審査発表
2026年12月末

❹

決勝大会
2027年2月21日

❺

協力企業　　　　  　 東進ハイスクール、ウィーンの森、全日本空輸、藤田観光、
日本エコツーリズム協会、JTBツーリズムビジネスカレッジ、東日本旅客鉄道、日本航空、
小田急電鉄、タマガワイーサポート、東京海上日動パートナーズTOKIO、
東京海上日動火災保険、西松建設、TOC総合研究所、キュリー、J:COM（順不同）

剌激と学び 自己成長
他校の発表から
多様なアプローチを学べる

実践的な探究
地域課題を自分事として考え、
発信する経験になる

仲間との準備・インタビュー調査・
プレゼンで自信につながる

実践者や大学との接点
企業の方や玉川大学の学生・
教員のサポートを体感できる

過去参加者のアンケートから見えた価値

審査ポイント

運営事務局
アデコ株式会社

後 援
観光庁（申請中）

分析力 論理性 計画性 使命感 表現力アイデア性


